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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2012-515087(P2012-515087A)
【公表日】平成24年7月5日(2012.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-026
【出願番号】特願2011-546345(P2011-546345)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/74     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/24     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  29/74    ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｊ  35/10    ３０１Ｆ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０４Ｚ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０３Ｃ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０１Ａ
   Ｆ０１Ｎ   3/10    　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１Ｐ
   Ｆ０１Ｎ   3/24    　　　Ｅ
   Ｆ０１Ｎ   3/24    　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１Ｃ
   Ｆ０１Ｎ   3/08    　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ   3/02    ３０１Ｅ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年2月19日(2014.2.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　担体上の、５～７５ｇ／ｆｔ３（０．１８～２．６５ｋｇ／ｍ３）の範囲の量のパラジ
ウム成分を含むディーゼル酸化触媒材料と、少なくとも二つの層と、を含む積層ディーゼ
ル酸化触媒複合材料であって、
　前記二つの層は、
　少なくとも一つの分子篩を含み、且つ実質的にパラジウムを含まない炭化水素捕捉層；
　及び
　パラジウム成分を含み、且つ実質的に分子篩を含まないパラジウム含有層で、前記パラ
ジウム成分が高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体上に位置する層であり、
　高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体が０．５～１．５ｃｍ３／ｇの範囲の細
孔容積、及び少なくとも７５Åの平均細孔径を有するアルミナを含むことを特徴とする積
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層ディーゼル酸化触媒複合材料。
【請求項２】
　前記触媒材料は１０ｇ／ｆｔ３～１５０ｇ／ｆｔ３（０．３５～５．３０ｋｇ／ｍ３）
の範囲で白金成分をさらに含み、
　当該白金成分の２０質量％以下の量が少なくとも一つの分子篩に組み込まれ、且つ
　当該白金成分の少なくとも８０質量％の量がパラジウム含有層の高表面積の多孔性で耐
熱性の金属酸化物支持体上に存在する請求項１に記載の積層触媒複合材料。
【請求項３】
　前記高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体が、アルミナ、ジルコニア、シリカ
、チタニア、シリカ－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、チタニア－アルミナ、酸化ラン
タン－アルミナ、酸化ランタン－ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、バリア－酸
化ランタン－アルミナ、バリア－酸化ランタン－ネオジム－アルミナ、ジルコニア－シリ
カ、チタニア－シリカ、及びジルコニア－チタニアからなる群から選択される活性化、安
定化、又は両方の化合物を含む請求項１又は２に記載の積層触媒複合材料。
【請求項４】
　７５Å～１５０Åの範囲の平均細孔径を有する請求項１に記載の積層触媒複合材料。
【請求項５】
　前記分子篩が、ベータゼオライト、ＺＳＭ－５、ゼオライト－Ｙ、又はそれらの組み合
わせを含むゼオライトを含む請求項１～４の何れか１項に記載の積層触媒複合材料。
【請求項６】
　さらに担体上であって前記少なくとも二つの層の下に位置する下塗り層を含み、当該下
塗り層が高表面積の耐熱性金属酸化物を含む請求項１～５の何れか１項に記載の積層触媒
複合材料。
【請求項７】
　前記高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体が、８０～２００ｍ２／ｇの範囲の
表面積、０．６～１．０ｃｍ３／ｇの範囲の細孔容積、及び７０Å～１５０Åの範囲の平
均細孔径を有するアルミナを含み、且つ
　前記ゼオライトが、白金成分の少なくとも１０質量％の量が組み込まれたベータゼオラ
イトを含む請求項２に記載の積層触媒複合材料。
【請求項８】
　合計１５～２２５ｇ／ｆｔ３（０．５３～７．９５ｋｇ／ｍ３）の範囲の量の貴金属成
分を有する請求項１～７の何れか１項に記載の積層触媒複合材料。
【請求項９】
　前記触媒材料におけるパラジウムに対する白金の質量比が１０：１～１：１０の範囲で
ある請求項２の何れか１項に記載の積層触媒複合材料。
【請求項１０】
　前記パラジウム含有層が前記担体上に位置し、且つ前記炭化水素捕捉層が前記パラジウ
ム含有層上に位置する請求項１～９のいずれか１項に記載の積層触媒複合材料。
【請求項１１】
　さらに下塗り層を含み、
　前記触媒材料におけるパラジウム成分が４０ｇ／ｆｔ３の量で存在し、
　前記パラジウム含有層が、前記触媒材料における１００％のパラジウム成分と、０．８
５ｃｍ３／ｇの一点吸着の合計細孔容積、及び１００Åの平均ＢＥＴ細孔径を有するガン
マアルミナと、を含み、
　前記パラジウム含有層がさらに白金を含み、且つ前記炭化水素捕捉層がベータゼオライ
ト、ガンマアルミナ、及び白金を含む請求項１０に記載の積層触媒。
【請求項１２】
　ディーゼルエンジンのガス状排出流の処理方法であって、
　前記排出流が、炭化水素、一酸化炭素、及び他の排出ガス成分を含み、
　前記方法が、前記排出流を請求項１～１１の何れか１項に記載のディーゼル酸化触媒に
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接触させる方法。
【請求項１３】
　さらに、ディーゼル排出ガス流を前記ディーゼル酸化触媒複合材料の下流に位置する１
個以上のすすフィルター、及び当該触媒すすフィルター（ＣＳＦ）の上流又は下流に位置
する選択的触媒還元（ＳＣＲ）触媒物品に向けることを含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　炭化水素、一酸化炭素、及び他の排出ガス成分を含むディーゼルエンジン排気流の処理
システムであって、
　排気マニホールドを介してディーゼルエンジンと流体連通する排気管路；
　担体が貫流基材、又は壁面流基材である請求項１～１１の何れか１項に記載のディーゼ
ル酸化触媒複合材料；及び
　当該複合材料と流体連通する１個以上のすすフィルター、選択的触媒還元（ＳＣＲ）触
媒物品、及びＮＯｘ貯蔵及び還元（ＮＳＲ）触媒物品等を含む処理システム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　触媒材料中でパラジウムがゼオライトから分離されたディーゼル排出システム及び構成
物品が提供される。触媒材料には、それゆえ、実質的にゼオライトを含まないパラジウム
含有層と少なくとも一つのゼオライトを含み、実質的にパラジウムを含まない炭化水素捕
捉層の少なくとも二つの層がある。ゼオライトからのパラジウムの分離は、パラジウムの
効果を高めること及び貴金属（すなわち、パラジウム）の起こり得るシリカ被毒又はゼオ
ライト表面への貴金属（例えば、パラジウム）の移動に起因するＣＯ及びＨＣ着火活性の
損失の最小化を意図する。ゼオライト含有層からのパラジウムの除去がすぐれた着火性能
をもたらすことがわかった。また、ゼオライトから貴金属成分のほとんどすべて（例えば
、８０％、８５％、９０％、又は９５％さえも超える）を分離することが有利である。ま
た、加えて、ゼオライトの非存在下におけるパラジウム及び白金への多孔性で耐熱性の金
属酸化物支持体の使用は、すぐれた着火性能をもたらす。また、下層に（実質的に貴金属
を含まない）高表面積の耐熱性金属酸化物支持体を使用することは、高い変換での着火の
改善につながる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　高表面積の耐熱性金属酸化物支持体は、２０Åより大きい細孔と広い細孔分布を有する
支持体粒子を言及している。本明細書中に規定されているように、そのような金属酸化物
支持体は分子篩、特に、ゼオライトを除外する。また、アルミナ支持体材料等の高表面積
の耐熱性金属酸化物支持体は、通常、１グラムあたり６０平方メートル（“ｍ２／ｇ”）
を超える、しばしば約２００ｍ２／ｇ以下、又はそれを越えるＢＥＴ表面積を示すものを
“ガンマアルミナ”又は“活性化アルミナ”と言及する。そのような活性化アルミナは、
通常、アルミナのガンマ及びデルタ相の混合物であるが、実質的な量のイータ、カッパ、
及びゼータアルミナ相を含んでいても良い。活性化アルミナ以外の耐熱性金属酸化物を支
持体として触媒成分の少なくとも一部のために提供された触媒中で使用することができる
。例えば、大量の酸化セリウム、ジルコニア、アルファアルミナ、及び他の材料がそのよ
うな使用のために知られている。これらの材料の多くは活性化アルミナよりもかなり小さ
いＢＥＴ表面積を有するという欠点に悩まされるけれども、その欠点は結果として生じる
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触媒の素晴らしい耐久性により相殺される傾向にある。“ＢＥＴ表面積”は、Ｎ２吸着に
よって表面積を決定するためのＢｒｕｎａｕｅｒ、Ｅｍｍｅｔｔ、Ｔｅｌｌｅｒ法を言及
するというその通常の意味を有する。また、細孔径及び細孔容積はＢＥＴ型のＮ２吸着を
用いて決定することができる。好ましくは、その活性化アルミナは６０～３５０ｍ２／ｇ
、及び通常９０～２５０ｍ２／ｇの特定の表面積を有する。耐熱性酸化物支持体上の積載
量は、好ましくは約０．１～約６ｇ／ｉｎ３（約０．１／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３）
～約６／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３））、より好ましくは約２～約５ｇ／ｉｎ３（約２
／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３）～約５／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３））、最も好まし
くは約３～約４ｇ／ｉｎ３（約３／１６．３８７１～約４／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３

））である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　そのゼオライトは、フォージャサイト、菱沸石、クリノプチロライト、モルデナイト、
シリカライト、ゼオライトＸ、ゼオライトＹ、超安定ゼオライトＹ、ＺＳＭ－５ゼオライ
ト、ＺＳＭ－１２ゼオライト、ＳＳＺ－３ゼオライト、ＳＡＰＯ５ゼオライト、オフレタ
イト、又はベータゼオライト等の天然若しくは合成ゼオライトを用いることができる。好
ましいゼオライト吸着剤材料は、アルミナに対する高いシリカ比を有する。そのゼオライ
トは、少なくとも約２５／１からのシリカ／アルミナのモル比で、好ましくは少なくとも
約５０／１、有用な範囲では約２５／１～３００／１までと同様に約２５／１～１０００
／１、５０／１～５００／１までを有して良く、約１００／１～２５０／１まで、又は二
者択一的に約３５／１～１８０／１までもまた例示される。好ましいゼオライトは、ＺＳ
Ｍ、Ｙ、及びベータゼオライトを含む。特に好ましい吸着剤は、ＵＳ６，１７１，５５６
に開示された型のベータゼオライトを含んでも良い。積載したゼオライトは、十分なＨＣ
貯蔵能力を保証するために、且つ低温保管後の昇温の間の保存されたパラフィンの早すぎ
る放出を未然に防ぐために、０．１ｇ／ｉｎ３（０．１／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３）
）未満にすべきではない。好ましくは、ゼオライト含量は約０．４～約０．７ｇ／ｉｎ３

（約０．４／１６．３８７１～約０．７／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３））の範囲である
。ゼオライトからの芳香族化合物及びパラフィンの早すぎる放出は、ＣＯ及びＨＣ着火の
遅延を引き起こす。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　そのような一体式担体は、約９００（約９００／（２．５４２））以下又はそれ以上の
断面の平方インチ（平方センチメートル）あたりの流路（又は“セル”）を含むことが多
いが、はるかに少ないものが使用されても良い。例えば、その担体は、約５０（約５０／
（２．５４２））～６００（約６００／（２．５４２））、より一般的には約２００（約
２００／（２．５４２））～４００（約４００／（２．５４２））の平方インチ（平方セ
ンチメートル）あたりのセル数（“ｃｐｓｉ”）を有しても良い。そのセルは、長方形、
正方形、円形、楕円形、三角形、六角形、又は他の多角形の断面を有することができる。
貫流基材は、通常、０．００２インチ（０．００２×２．５４センチメートル）と０．１
インチ（０．１×２．５４センチメートル）の間の壁厚を有する。好ましい貫流基材は、
０．００２インチ（０．００２×２．５４センチメートル）と０．０１５インチ（０．０
１５×２．５４センチメートル）の間の壁厚を有する。
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【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　本発明のシステムに使用するための好ましい壁面流基材は、流体流が物品を横切る圧力
または背圧の大きな増加を引き起こすことなく通過する薄い多孔性壁の（一体式）ハニカ
ムを含む。通常、きれいな壁面流物品の存在は１０ｐｓｉｇ（１０×６８９５（Ｐａ）（
ゲージ圧））で１インチ（１×２．５４センチメートル）水柱の背圧を引き起こす。その
システムで使用されるセラミック壁面流基材は、好ましくは少なくとも５ミクロン（例え
ば、５～３０ミクロン）の平均細孔サイズを有し、少なくとも４０％（例えば、４０～７
０％）の間隙率を有する材料で形成される。より好ましくは、基材は少なくとも１０ミク
ロンの平均細孔径サイズを有し、少なくとも５０％の間隙率を有する。これらの間隙率と
これらの平均細孔サイズを有する基材が下記の手法で塗布される場合、優れたＮＯｘ変換
効率とすすの焼剥きを達成するためにＣＳＦ触媒組成物の適切な水準を基材上に積載する
ことができる。これらの基材はまだ適切な排出流特性、すなわち、ＣＳＦ触媒の積載にも
関わらず許容可能な背圧を維持することができる。好適な壁面流基材は、例えば、ＵＳ４
，３２９，１６２に開示されている。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　触媒複合材料は一体式担体上で層状に容易に製造することができる。特定の薄め塗膜の
第一の層のために、ガンマアルミナ等の高表面積の耐熱性金属酸化物の微粉砕粒子が水等
の好適な媒体中で懸濁される。その後、例えば、ひと浸しあたり約０．５～約２．５ｇ／
ｉｎ３（約０．５／１６．３８７１～約２．５／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３））の金属
酸化物の所望の積載量が担体上に堆積するように、担体はそのような懸濁液に１以上の回
数で浸されるか、又はその懸濁液がその担体に塗布される。貴金属（パラジウム、ロジウ
ム、白金、及び／又は同一物の組み合わせ等）、安定剤、及び／又は促進剤等の成分を組
み込むために、そのような成分が懸濁液中に水溶性若しくは水分散性化合物又は複合体と
して組み込まれても良い。その後、塗布された担体は、例えば、４００～６００℃、約１
０分から約３時間の加熱によりか焼される。通常、パラジウムが要求される場合、活性化
アルミナ等の耐熱性金属酸化物支持体上でのパラジウム成分の分散を達成するために、パ
ラジウム成分は化合物又は複合体の形状で利用される。本発明の目的のために、“パラジ
ウム成分”の用語は、任意の化合物又は複合体等であって、それら自身のか焼又は使用の
際、分解し、又は他方では触媒活性型へと変換するものを意味し、通常、その金属又は金
属酸化物である。その金属成分の水溶性化合物若しくは水分散性化合物又は複合体は、含
浸又は堆積するために使用される液状媒体である限り使用して良く、耐熱性の金属酸化物
支持体粒子上のその金属成分は、触媒組成物中に存在して良く、且つ加熱及び／又は減圧
の適用による揮発又は分解によってその金属成分から除去することができるその金属、そ
の化合物、その複合体、又は他の成分と逆反応しない。ある場合には、触媒が使用される
ように配置され、運転中に遭遇する高温にさらされるまでその液体の除去の完了が起こら
ないことがある。一般的に、経済的及び環境的な側面の両方の観点から、貴金属の水溶性
化合物又は複合体の水溶液が利用される。例えば、好適な化合物は硝酸パラジウム又はテ
トラアミン硝酸パラジウムである。か焼工程の間、又は少なくともその複合体の使用の初
期段階の間、そのような化合物はその金属又は化合物自身の触媒活性型に変換される。
【誤訳訂正８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　【００３８】
　実施形態１～３の何れか、その同一物を用いたシステム、及び方法が、１以上の以下の
任意の設計特徴を含む：
　高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体は、アルミナ、ジルコニア、シリカ、チ
タニア、シリカ－アルミナ、ジルコニア－アルミナ、チタニア－アルミナ、酸化ランタン
－アルミナ、酸化ランタン－ジルコニア－アルミナ、バリア－アルミナ、バリア－酸化ラ
ンタン－アルミナ、バリア－酸化ランタン－ネオジム－アルミナ、ジルコニア－シリカ、
チタニア－シリカ、及びジルコニア－チタニアから構成される群から選択される活性化、
安定化、又は両方の化合物を含む；
　高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体は、０．５～１．５ｃｍ３／ｇの範囲の
細孔容積を有し、少なくとも７５Åの平均細孔径、特定の実施形態では７５Å～１５０Å
の範囲の平均細孔径を有するアルミナを含有する；
　分子篩は、ベータゼオライト、ＺＳＭ－５、ゼオライト－Ｙ、又はそれらの組み合わせ
を含むゼオライトを含む；
　ゼオライトは、２０：１～１０００：１の範囲のアルミナに対するシリカの比を含む；
　積層触媒複合材料は、担体上であって少なくとも二つの層の下に位置する下塗り層を含
み、その下塗り層は高表面積の耐熱性金属酸化物を含む；
　高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体が、６０～２００ｍ２／ｇの範囲の表面
積、０．６～１．０ｃｍ３／ｇの範囲の細孔容積、及び７０Å～１５０Åの範囲の平均細
孔径を有するアルミナを含み、ゼオライトが、中に白金成分の少なくとも１０質量％の量
が組み込まれたベータゼオライトを含む；
　積層触媒複合材料は合計１５～２２５ｇ／ｆｔ３（０．５３～７．９５ｋｇ／ｍ３）の
範囲の量で積載した貴金属成分を有する；
　触媒金属におけるパラジウムに対する白金の質量比は、１０：１～１：１０の範囲であ
る；特定の実施形態では、触媒金属におけるパラジウムに対する白金の質量比は、４：１
～１：１の範囲である；
　パラジウム含有層が担体上に位置し、且つ炭化水素捕捉層はパラジウム含有層上に位置
するか、又は、炭化水素捕捉層が担体上に位置し、且つパラジウム含有層は炭化水素捕捉
層上に位置する；
　炭化水素捕捉層は実質的に非ゼオライト支持された貴金属成分を含まない；
　炭化水素捕捉層は実質的に酸素貯蔵成分を含まない；
　触媒材料はＮＯｘ（窒素酸化物）貯蔵に好適な量の卑金属を含まない；そのような卑金
属は、Ｂａ、Ｍｇ、Ｋ、及びＬａ等を含むが、それらに限定されるものではない；
　触媒材料は、ロジウムを含まない；
　パラジウム含有層は担体上に位置し、且つ炭化水素捕捉層は高表面積のパラジウム含有
層上に位置する；そして、高表面積の多孔性で耐熱性の金属酸化物支持体は、６０～２０
０ｍ２／ｇの範囲の表面積、０．６～１．０ｃｍ３／ｇの範囲の細孔容積、及び７０Å～
１５０Åの範囲の平均細孔径を有するアルミナを含有し、且つ、少なくとも一つのゼオラ
イトがベータゼオライトを含有する；そして、触媒材料はさらに白金成分を含有し、その
白金成分の１０質量％以下の量がそのベータゼオライト中に組み込まれ、白金成分の少な
くとも９０質量％の量がアルミナ中に組み込まれる。
【実施例】
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００４０】
　実施例１
　触媒材料を有する複合材料を、下塗り層、内側層、及び外側層の三つの層を用いて製造
した。積層した触媒複合材料は、パラジウムと白金を、合計約１２０ｇ／ｆｔ３（１２０
／０．０２８３１６８×１０００（ｋｇ／ｍ３））の貴金属積載量で、且つ２／１／０の
名目上のＰｔ／Ｐｄ／Ｒｈ比で含んだ。基材は５．３ｉｎ３（０．９Ｌ）の容積、平方イ
ンチ（平方センチメートル）あたり４００（４００／（２．５４２））セルのセル密度、
及び約１００μｍの膜厚を有した。その層を以下のように製造した：
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　下塗り層
　下塗り層に存在する成分は１００％の高表面積（７０ｍ２／ｇ）ガンマアルミナであっ
た。下塗り層の積載量の合計は１．０ｇ／ｉｎ３（１．０／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３

））であった。
　ガンマアルミナを水（４５～５０％の固形物懸濁液）及び酢酸と組み合わせてｐＨ４．
５未満とし、そして８ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕することで水性懸濁液を
作った。コージライト基材上に触媒を堆積させる公知の堆積法を用いてその懸濁液をコー
ジライト担体上に塗布した。塗布後、下塗り層を加えた担体を乾燥させ、それから４５０
℃で約１時間か焼した。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　内側層
　内側層に存在する成分は、高表面積（８０ｍ２／ｇ）ガンマアルミナ、白金、及びパラ
ジウムであり、か焼した触媒の質量に対してそれぞれ約９５．１％、３．２％、及び１．
７％の濃度であった。中間層の合計積載量は１．４ｇ／ｉｎ３（１．４／１６．３８７１
（ｇ／ｃｍ３））であった。内側層は積載量が１００％のパラジウム及び積載量が約９０
％の白金を含んだ。ガンマアルミナは０．５９～０．７１ｃｍ３／ｇの範囲の一点吸着の
合計細孔容積、及び３１９～３５０Åの範囲の平均ＢＥＴ細孔径を有した。
　硝酸パラジウム溶液の形態のパラジウム及びアミン塩形態の白金を、初期湿潤を達成さ
せる間、湿式粉体を形成させる遊星型ミキサー（Ｐ－ミキサー）によりガンマアルミナに
含浸させた。それから、ｐＨを４．５未満に減少させるために酸を用いて水性懸濁液を形
成した。懸濁液を１０ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。懸濁液をコージラ
イト基材上に触媒を堆積させるための先行技術で公知の堆積法を用いてコージライト担体
上に内側層に亘って塗布した。塗布後、下塗り層及び内側層を加えた担体を乾燥させ、そ
れから４５０℃の温度で約１時間か焼した。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
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　外側層
　外側層に存在する成分は、か焼した触媒の質量に対してそれぞれ約３２．３％、２５．
８％、３８．７％、及び３．２％の濃度の高表面積ガンマアルミナ、Ｈ－ベータゼオライ
ト、０．６％のＰｔ－ベータゼオライト、及び結合剤であった。外側層の合計積載量は０
．８ｇ／ｉｎ３（０．８／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３））であった。
　ガンマアルミナの水性懸濁液を、そのｐＨを４．５未満に低減させるために酸を用いて
形成した。その懸濁液を１６ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。Ｈ－ベータ
ゼオライト及びＰｔ－ベータゼオライトをその懸濁液に添加した。その後、懸濁液を１０
ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。結合剤をその懸濁液に添加した。懸濁液
をコージライト基材上に触媒を堆積させるための先行技術で公知の堆積法を用いてコージ
ライト担体上に内側層に亘って塗布した。塗布後、下塗り層、内側層、及び外側層を加え
た担体を、それから４５０℃の温度で約１時間か焼した。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　実施例２
　触媒材料を有する複合材料を、内側層及び外側層の二つの層を用いて製造した。その積
層触媒複合材料は、合計約１２０ｇ／ｆｔ３（約１２０／０．０２８３１６８×１０００
（ｋｇ／ｍ３））の貴金属積載量及び２／１／０の名目上のＰｔ／Ｐｄ／Ｒｈ比でパラジ
ウムと白金を含んだ。基材は５．３ｉｎ３（０．０９Ｌ）の容積、平方インチ（平方セン
チメートル）あたり４００（４００／（２．５４２））セルのセル密度、及び約１００μ
ｍの壁厚を有した。内側層を、実施例１の内側層同様、その同一の成分、量、及び方法で
製造した。外側層を、実施例１の外側層同様、その同一の成分及び量で製造した。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　実施例３
　比較
　触媒材料を有する比較の複合材料を、内側層と外側層の二つの層を用いて製造した。積
層した触媒複合材料は、パラジウムと白金を合計約１２０ｇ／ｆｔ３（約１２０／０．０
２８３１６８×１０００（ｋｇ／ｍ３））の貴金属積載量、及び２／１／０の名目上のＰ
ｔ／Ｐｄ／Ｒｈ比で含んだ。その層を次のように製造した：
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　内側層
　内側層に存在する成分は高表面積（７０ｍ２／ｇ）ガンマアルミナ、促進剤、及びその
層中に６０ｇ／ｆｔ３（６０／０．０２８３１６８×１０００（ｋｇ／ｍ３））の量で、
且つ７／５の名目上のＰｔ／Ｐｄ比で存在する白金及びパラジウムの貴金属であった。ガ
ンマアルミナは合計約０．４ｃｍ３／ｇの一点吸着の細孔容積、及び約７４Åの平均ＢＥ
Ｔ細孔径を有した。
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　硝酸パラジウム溶液の形態のパラジウム及びアミン塩の形態の白金を、初期湿潤を達成
させる間に湿式粉体を形成させる遊星型ミキサー（Ｐ－ミキサー）によりそのガンマアル
ミナに含浸させた。それから、ｐＨを低減させるために酸を用いて水性懸濁液を形成した
。懸濁液を約１０ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。懸濁液をコージライト
基材上に触媒を堆積させるための先行技術で公知の堆積法によりコージライト担体上に塗
布した。塗布後、内側層を加えた担体を乾燥させ、その後か焼した。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　外側層
　外側層に存在する成分は高表面積（１００ｍ２／ｇ）ガンマアルミナ、ベータゼオライ
ト、促進剤、及び６０ｇ／ｆｔ３（６０／０．０２８３１６８×１０００（ｋｇ／ｍ３）
）の量でその層に３／１の名目上のＰｔ／Ｐｄ比で存在する白金及びパラジウムの貴金属
であった。その貴金属をガンマアルミナ上に支持した。ガンマアルミナは合計約０．４ｃ
ｍ３／ｇの一点吸着の細孔容積及び１５０～１７１Åの範囲の平均ＢＥＴ細孔径を有した
。
　パラジウム硝酸溶液の形態のパラジウム及びアミン塩の形態の白金を、初期湿潤を達成
させる間に湿式粉体を形成させる遊星型ミキサー（Ｐ－ミキサー）によりガンマアルミナ
に含浸させた。それから、ｐＨを低下させるための酸を用いて水性懸濁液を形成した。懸
濁液を約１０ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。ベータゼオライト及び促進
剤をその懸濁液に添加した。懸濁液をコージライト基材に触媒を堆積させるための先行技
術で公知の堆積法を用いてコージライト担体上に内側層に亘って塗布した。塗布後、内側
及び外側層を加えた担体を乾燥させ、その後か焼した。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　実施例５
　触媒支持材料の間隙率の効果を評価した。高間隙率のアルミナ粉末を１ｇ／ｆｔ３（１
／０．０２８３１６８×１０００（ｋｇ／ｍ３））の積載量で含み、２：１のＰｔ：Ｐｄ
比及び６０ｇ／ｆｔ３（６０／０．０２８３１６８（ｇ／ｍ３））の積載量で白金及びパ
ラジウムの貴金属を含む薄め塗膜から本明細書の“触媒複合材料の製造”に記載の方法に
従って形成した単一塗膜の支持体で着火試験を行った。表２中に示されるように、サンプ
ル５Ｂ（比較）のより小さい間隙率のアルミナと比較してサンプル５Ａの高間隙率のアル
ミナは２５℃の着火の利点を示した。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　実施例７
　触媒材料を有する複合材料を下塗り層、内側層、及び外側層の三つの層を用いて製造し
た。積層した触媒複合材料はパラジウム及び白金を合計約１２０ｇ／ｆｔ３（約１２０／
０．０２８３１６８×１０００（ｋｇ／ｍ３））の貴金属積載量及び２／１／０の名目上
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のＰｔ／Ｐｄ／Ｒｈ比で含んだ。基材は７５．５ｉｎ３（１．２４Ｌ）の容積、平方イン
チ（平方センチメートル）あたり４００（４００／（２．５４２））セルのセル密度、及
び約６μｍの壁厚を有した。その層を次のように製造した：
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　下塗り層
　下塗り層に存在する成分は１００％高表面積（７０ｍ２／ｇ）ガンマアルミナであった
。下塗り層の合計積載量は１．０ｇ／ｉｎ３（１．０／１６．３８７１（ｇ／ｃｍ３））
であった。
　水性懸濁液を、ガンマアルミナを水及び酸と組み合わせてｐＨ４．５未満とし、１０ミ
クロン未満の粒子サイズが９０％となるよう粉砕することにより形成した。その懸濁液を
コージライト担体に触媒を堆積させるための先行技術で公知の堆積法を用いてコージライ
ト担体上に塗布した。塗布後、下塗り層を加えた担体を乾燥させ、その後４５０℃の温度
で約１時間か焼した。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　内側層
　内側層に存在する成分は高表面積（１６０ｍ２／ｇ）ガンマアルミナ、白金、パラジウ
ム、及び安定剤であった。その中間層の合計積載量は１．６ｇ／ｉｎ３（１．６／１６．
３８７１（ｇ／ｃｍ３））であった。その内側層は１００％のパラジウム及び約９０％の
白金積載物を含む。ガンマアルミナは合計約０．８５ｃｍ３／ｇの範囲の一点吸着の細孔
容積及び約１００Åの平均ＢＥＴ細孔径を有した。
　溶解性塩の形態のパラジウム及び白金を、初期湿潤を達成させる間に湿式粉体を形成さ
せる遊星型ミキサー（Ｐ－ミキサー）によりガンマアルミナ上に含浸させた。その後、水
性懸濁液をｐＨを４．５未満に低下させるために酸を用いて形成した。懸濁液を１０ミク
ロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。懸濁液をコージライト基材に触媒を堆積させ
るための先行技術で公知の堆積法を用いてコージライト担体上に下塗り層に亘って塗布し
た。塗布後、下塗り層及び内側層に加えてその担体を乾燥させ、それから４５０℃の温度
で約１時間か焼した。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　外側層
　外側層に存在する成分は高表面積（１６０ｍ２／ｇ）ガンマアルミナ、Ｈ－ベータゼオ
ライト、及び白金であった。外側層の合計積載量は０．８ｇ／ｉｎ３（０．８／１６．３
８７１（ｇ／ｃｍ３））であった。
　ガンマアルミナの水性懸濁液はｐＨ４．５未満に低下させるために酸を用いて形成した
。その懸濁液を１０ミクロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。白金の可溶性塩を懸
濁液中に添加されるＨ－ベータゼオライトに含浸させるために用いた。懸濁液を１０ミク
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ロン未満の粒子サイズが９０％に粉砕した。その懸濁液をコージライト基材に触媒を堆積
させるための先行技術で公知な堆積法を用いてコージライト担体上に内側層に亘って塗布
した。塗布後、下塗り層、内側層、及び外側層を加えた担体を乾燥させ、それから４５０
℃の温度で約１時間か焼した。
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